
土蔵の鉢巻

　耐火性を確保するために木部を表しにせず大壁と
する土蔵は、独特の外観をしている。様々な地域性
があり個性も豊かであるにも関わらず、その建築が

「土蔵」であることは一目瞭然であることが多い。
それは、大壁であることに加え、開口部や戸前など
の形状の特徴に共通点が多いためかも知れないが、
ひときわ土蔵の特徴的な部位として鉢巻がある。
　鉢巻とは、土蔵の軒裏を土と漆喰で塗り込めた部
分のことである。屋根と外壁の接触部で火がこもり
やすいということで、特に厚く塗り込められており
１）、垂直な壁面に対して張り出しているため存在感
がある。明治９年発行の「初心手引 左官雛形 上」２）

には、鉢巻のいくつかの形状と寸法の割り出し方が
記載されている。図１に、この左官雛形に示された
鉢巻の形状（大蛇腹、二重鉢巻、一重小蛇腹、二重
小蛇腹注１））に基づき、軒先のつくりに影響する屋
根形式（置屋根、塗り上げ）ごとに各地の鉢巻を例

示した。図１の右側の二列は、いわゆる鉢巻に該当
しないと思われるが木部を塗り込めた場合と、鉢巻
の無い場合である。実際には必ずしもこの類型に当
てはまらない個性的な形状の鉢巻も多く存在してい
る。
　本稿ではこうした様々な形状の鉢巻のなかでも、
置屋根形式で写真１のように大きく張り出した鉢巻
が特徴的な岩手県気仙郡の土蔵について調べた内容
を取り上げたい。この土蔵は明治期の建築で前号

（Vol.2）で紹介した土蔵である。写真１下段のよう
に一部損壊した箇所があり、内部の構成を把握する
ことができた。

岩手県気仙郡の土蔵の鉢巻の構成

　図２と図３は調査結果をまとめた図面である。こ
の土蔵は置屋根形式であるため、土蔵本体の上部に
載る二重屋根の木材はむき出しであるが、土蔵本体
は屋根の下の全面で土と漆喰で塗り固められてい
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る。土蔵本体の軒先には鉢巻が立派につくってあり、
外壁面よりも450㎜程度も張り出している。図４の
ように鉢巻は一般に、軒桁に鉢巻貫を打ち付け、こ
れに縄を巻いた竹を留め付けて壁土を塗り付けるこ
とでつくられる１）３）が、この方法だと450㎜も張り
出させるには土の付け代が大きくなりすぎてしま
う。ならばどのようになっているのかというと、図
２のように登梁を桁材より外部へ飛び出させ、登梁
の先端に鉢巻貫をホゾで接合し、鉢巻貫の室内側に
丸竹を用いた下地を斜めに取り付けていた。この飛
び出した登梁と鉢巻貫、丸竹の下地が、鉢巻の出寸
法を確保する骨格となっていた。
　鉢巻貫には、土が付着するように縄巻竹が留め付
けられており、縄には強靭で耐久性が高いとされる
ワラビ縄もしくはヤマブドウの蔓が使われていた。
写真２では、縄は取れてしまっている箇所が多いが、
鉢巻貫に縄巻竹が留め付けられている様子がわか
る。図２のように、土の付け代は、鉢巻貫から160
～180㎜はあり、鉢巻貫の内側の竹下地からいえば
もっと厚い。この分厚い土の重さを、垂直に保持す
る以上に重力に逆らって保持するのは容易ではなさ
そうである。こうした重力への逆行に対する懸念か
らであろうか、軽量化のためと考えられる縄巻き丸
竹が塗り層内に入っている箇所があった。またこの
縄巻き丸竹を覆う土塗り層には、屋根から繋がり、
鉢巻の下端付近で輪にした壺縄が伏せ込まれており

（図３・写真３）、この縄もやはり強靭なワラビ縄も
しくはヤマブドウの蔓が用いられ、重厚な壁土の剥
落を防止しようとする様子が伺えた。屋根から鉢巻
に繋がる壺縄には、壁体に伏せ込まれる縄が潜らせ
てあり、屋根・鉢巻から壁体までの土蔵全体がひと
つながりの縄によって一体的に囲まれていた。

機能的な意味を超えた鉢巻の役割

　以上のように、今回調べた土蔵の鉢巻は約450㎜
という大きな張り出し寸法をもち、そのために登梁
を桁材の外側まで持ち出していた。耐火性の確保の
ためには、木部の外部側の壁土の厚さがある程度確
保されていれば良いはずであり、これほどの張り出
し寸法をつくらずとも、例えば図４のように登梁を
持ち出さずにつくることもできたはずである。張り
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出しを大きくしたい別の理由としては、土と漆喰で
つくられた壁体の保護のために、軒の出を確保した
いという要求も考えられる。図１下段のような塗り
上げの場合には、軒の出の確保に伴って鉢巻の張り
出し寸法が大きくなるのだが、今回調査した土蔵の
ように置屋根形式であれば、軒の出の確保は二重屋
根に委ねることができるはずで、やはり、これほど
の鉢巻の張り出し寸法をつくった機能的な理由がみ
つからない。それどころか、実際に土の付け代が大
きくなりすぎることによる重さというデメリットさ
えも感じられる。それではなぜ、張り出し寸法を大
きくしようとしたのか、意味のない仕事なのかとい
うと、そんなことはない。土蔵という建築にとって

“見栄え”の良さは重要であり、大きく張り出し、
段により彩られた鉢巻は、土蔵の立派さ、豪華さ、
裕福さに大いに貢献しているのは確かである。
　図１の上段、右から二番目・三番目の土蔵は、置

屋根だが土蔵本体の軒が出ており、これらの例もま
た、二重屋根に委ねればよい軒の出が土蔵本体につ
くられ、機能的な必然性は思い当たらないが、塗り
込められた軒が突き出して豪華な外観をつくりだし
ている。こうした機能的な合理性だけでは説明のつ
かないところに、土蔵という建築の面白さがあるよ
うに思えてならない。

　本稿で紹介した岩手県気仙郡の土蔵の調査は、薩
田建築スタジオの薩田英男氏、左官職人の小林隆男
氏・坂元美貴氏、当時近畿大学学部生の上野倫氏の
ご協力を得ました。ここに記し、謝意を表します。
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【注】注１）文献２）にはこれらの鉢巻の他に、出桁のある
場合についても書かれている。
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